
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 24 年４月１６日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：本研究は、江戸時代の戯画作者である耳鳥齋の代表作《別世界巻》、

《地獄図巻》、そして《仮名手本忠臣蔵》などの肉筆作品に、『絵本水や空』、『画話耳鳥齋』な

どの版本を加え、その画業の全貌を明らかにした。加えて、与謝蕪村らによる人物戯画、さら

には漫画の元祖とでも言うべき鳥羽絵本をも加えて、大坂の戯画の系譜を鮮明にした。滑稽な

世相を鋭く抉り出して、風雅の領域にまで昇華させた数多くの作品が、笑いの町大坂の原点で

あることを明らかにした。これこそ近代漫画（岡本一平など）、そして現代のアニメーションの

源流というべきである。 

 
研究成果の概要（英文）：In this study, I introduce the full range of the artist’s output with 

Nichosai’s painted works, such as the representative works “Another World Scroll”, “Hell 

Scroll”, and “Revenge of the 47 Ronin”,and the books which include his illustrations such as 

“Collection of Kabuki Actors” and “Eccentrics in Osaka and Kyoto”. I have also attempted 

to shed some light on the Osaka giga tradition by including caricatures by Yosa Buson and 

others, and Toba-e books, which can be seen as the forerunners of manga. Through these 

numerous works, featuring sharply observed comical scenes and situation that are so 

refined as to be sublime, I discover the origins of Osaka, the city of laughter. This is origin 

of modern  manga（Okamoto Ippei etc.） and contemporary animation. 
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１．研究開始当初の背景 

  江戸時代における戯画の研究・紹介は、こ
れまでさまざまに為されてきたが、最も重
要な戯画作者である大坂の耳鳥齋につい
ては、長らく忘れられたままである。この

忘れられた戯画作者の耳鳥齋が制作した
戯画の発掘と、その戯画が近代（現代）の
マンガ・アニメーションとどのように繋が
っているか、を解明することが、現在、世
界的に評価の高い日本のマンガ・アニメー
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ションの位置づけを確立する研究となる。
近代（現代）の日本のマンガ・アニメーシ
ョンは、明治以降に突如として誕生したの
ではなく、やはりその成立の背景には江戸
時代の戯画制作の感性や風土が控えてい
たものと推測される。要するに、江戸時代
の戯画と近代（現代）のマンガ・アニメー
ションは、具体的にどのように関係がある
のかは、まことに興味深い問題だといえる
であろう。本研究は、日本美術史・日本戯
画史研究の大きな空白部分を明らかにす
るために挑戦した研究課題であり、きわめ
て独創的な研究だと自負している。 

 

２．研究の目的 

 近代（現代）のマンガ・アニメーションの
源流に、江戸時代の戯画、とりわけ大坂の
耳鳥齋や鳥羽絵が位置づけられるかどう
か、を解明することを目的とした。両者に
は連続（継承）する部分と、非連続（継承
していない）の部分とが認められるが、い
ずれにしても、近代（現代）のマンガ・ア
ニメーションの源流を明らかにすること
は、きわめて重要な研究目的であった。そ
の際、「源流」という概念が、具体的にい
かなる内容を示しているのかを研究目的
にした。 

 

３．研究の方法 

 （１）埋もれている耳鳥齋の戯画を、大阪・
京都を中心に調査を進め、新作品や新資料
を発掘して本邦初のデータ化を行った。 
（２）大阪と京都を中心にした調査であっ
たが、東京や福岡、広島、愛知など、全国
各地を調査して廻り、データ化を進めた。 
（３）データ化に際しては、耳鳥齋の真贋
の判定が必須であるが、真贋については、
別立ての論文を執筆した。また、その内容
を単著にまとめて出版した。 
（４）近代マンガの中から岡本一平や宮武
外骨のマンガを調査して、両者の繋がりを
明らかにした。その際、耳鳥齋の版本『絵
本水や空』の復刻を行った近代漫画家の代
表者の岡本一平を中心に調査を進めた。 
（５）近代のマンガや現代のアニメーショ
ンの主たるものを調査研究し、江戸時代の
戯画との比較研究の基盤を作った。 
（６）各種の学会発表や論文の公表によっ
て、広く社会に成果を問うた。 

 
４．研究成果 
 （１）耳鳥齋の戯画について、未紹介の戯

画を中心に、多くを調査発掘し、平成 21
年（2010 年）3月に、単著『大坂画壇はな
ぜ忘れられたのか－岡倉天心から東アジ
ア美術史の構想へ－』（醍醐書房・総 616
頁）を出版して、その中に、大部の耳鳥齋

研究を含めた。これはこれまで為されなか
った耳鳥齋研究を始めて本格的に世に出
した論考および資料集で、耳鳥齋と大坂の
戯画についての今後の研究の基礎となる
独創的な内容であるとともに、近代（現代）
のマンガ・アニメーションの源流について
の示唆的な研究・資料である。 

 （２）こうした耳鳥齋の調査研究を各種の
学会発表や学術雑誌などで紹介し、広く社
会に情報を提供した。たとえば、顚川美術
館公開講座において、「蒹葭堂と大坂の画
家たち」と題する講演を行い、蒹葭堂周辺
の耳鳥齋の事績に言及し、その位置づけを
解説した。また、大和文華館で開催された
絵入本学会の「絵入本ワークショップⅣ」
において、「耳鳥齋の版本と肉筆画」と題
して研究発表を行った。さらに、美術学術
雑誌『美術フォーラム 21』24 号における
マンガ特集「漫画とマンガ、そして芸術」
で、資料紹介「耳鳥齋『画本古鳥図賀比』
（上中下巻）一冊」という研究発表を行っ
た。加えて、関西大学博物館紀要において、
耳鳥齋筆《祗園一力康楽之図》を資料紹介
し、それらが与謝蕪村らの戯画と関連する
ことを明らかにした。加えて、「大坂画壇
の定義とその問題点」、『関西大学文学論
集』第 60 巻第 4 号において、耳鳥齋を柱
にする大坂画壇の定義を明確にする主張
を展開し、耳鳥齋と大坂画壇の新たな展望
を解説した。 
（３）中でも、贋作が多い耳鳥齋の作品群
を、徹底的に調査研究し、真贋の判定を公
開して、今後の研究者に役立つようにした。
とりわけ、単著『大坂画壇はなぜ忘れられ
たのか－岡倉天心から東アジア美術史の
構想へ－』（醍醐書房・2010 年）において、
初めての耳鳥齋印譜集成を作成し、収録し
た。この印譜集成は、日本の戯画史研究に
おいて、画期的な成果であると自負してい
る。 
（４）江戸時代の戯画と近代（現代）のマ
ンガ・アニメーションとの関わりに対する
関心は、近年、日本のみならず、欧米や中
国・韓国・東南アジア諸国でも高まりつつ
ある。なぜ、日本社会は優れたマンガ・ア
ニメーションを生み出したのか、という問
いであるが、それが日本のマンガ・アニメ
ーションの源流を解明する研究の重要な
課題であった。その意味では、本研究が、
耳鳥齋と江戸時代の戯画と、近代（現代）
のマンガ・アニメーションの繋がりの一端
を明らかにしたことは、国内外にインパク
トのある情報を伝えたことになる。 
（５）耳鳥齋に特化して行った本研究の成
果は、すなわち、現代日本のマンガ・アニ
メーションの成立について示唆に富む成
果を上げたわけで、このことは、近代（現 



 

 

代）のマンガ・アニメーションの特質につい
ても独創的な成果をあげたことになる。 
（６）耳鳥齋の戯画の版本『絵本水や空』を
復刻出版した岡本一平など、近代（現代）の
漫画家たちが、耳鳥齋や江戸時代の戯画から
継承したものとは何か、という問題は重要で
あり、その一端を解明したことは意義深い。
本研究の独創性がここにある。 
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